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　当院の開設は2016年と比較的新し
いクリニックですが、関連する病院歯
科の頃からの長いお付き合いの患者さ
んもたくさんいらっしゃいます。高齢
の方も多いので、デジタル機器を活用
しながら、とにかく視覚的にわかりや
すくご説明していくことを大切にして
います。また、最後までご自身の歯で
食べていただくためにも、その方に合
わせた口腔衛生指導を行うことが大事
だと考えています。デジタル機器を使

うことで、私たちも手間をかけること
なく簡単に、しかもわかりやすく現在
の口腔内の状況や治療内容をお見せで
き、患者さんの理解が深まることがい
ちばんのメリットだと感じています。
ただし、デジタル機器一辺倒にはなら
ないで、気持ちのこもった話し方や説
明を行う大切さも忘れずに、日々患者
さんと向き合っていきたいと思ってい
ます。
　症例の患者さんは、初診時74歳の男

性です（図1, 2）。この時は、別の一眼
レフカメラで撮影していますが、現在
は初診時の5枚法写真は全て歯科衛生
士が「ルナビューショット」で撮影して
います。一眼レフカメラは女性にとっ
ては少し重たいですし、ミラーを持ち
ながら片手で撮影するには、ある程度
の技術が必要です。また、患者さんに
お見せするためパソコンにインポート
する際にも一手間が必要です。「ルナ
ビューショット」はとにかく簡単、手軽
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図3　その後下顎に2本（₆₆）、上顎に1本
（₆）のインプラントを埋入。写真は初診から
6年後の染め出し写真。プラークコントロー
ルが不良で、常に磨き残しが見られた。

図6　デジタルスキャンから約2か月半後の
口腔内の状態。

図1　初診時74歳男性。₆の脱離を主訴に来
院された。歯を残すことを希望され、前歯部
はブリッジ、臼歯部には義歯治療を行った。
（一眼レフカメラにて撮影）

図4　初診から6年後。染め出し後に「Primes-
can Connect」によるデジタルスキャンデータ
をお見せすると、残存プラークの多さに大変驚
かれた。

図2　初診時のパノラマX線画像

図5　図4から1か月半後に再度染め出しを
行ったところ、ポンティック部分の歯頸部を
中心に磨き残しが見られた。
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に撮影でき、「TrinityCore Pro」と連携
して、ミラーモードも気にせず自動配
置してくれます。オペの様子もアシス
トする歯科衛生士が随時撮影して、オ
ペ後に患者さんにお見せしながら処置
内容を説明しています。
　症例の患者さんは、奥様の介護があ
り毎日忙しくされていることもあって
か、とにかくプラークコントロールが
不良で、改善の兆しが見えませんでし
た。初診から6年が経過し、その間補
綴治療を行ってきましたが、相変わら
ず磨き残しは目立っていました（図3）。
そのため、染め出し後に「Primescan 

Connect」でスキャンしたデータをお
見せしたところ、「こんなにも磨き残し
があるとは思ってなかった」と、とても
驚かれ、それ以降セルフケアの意識が
向上し、磨き残しは大幅に減少しまし
た（図4～6）。
　自宅では、以前から電動歯ブラシを
使用されていましたが、次の来院時に、
「ソニッケアー 6100 プロフェッショ

ナル」（以下：ソニッケアー 6100）を
ご紹介したところ、「パワーがあって
とても良い」と気に入られて、その場で
購入されました（図7～9）。私も以前か
ら「ソニッケアー」を使用していました
が、「ソニッケアー 6100」は、従来よ
りコンパクトで軽量になり、とても持
ちやすくなりました。パワーがあるわ
りに、振動がマイルドで飛散が少なく
なったとも感じます。また、従来は臼
歯の頰側部にブラシを入れた際に頰粘
膜に圧迫されると、少しパワーが落ち
る感覚がありましたが、「ソニッケアー 

6100」では、それも気にならなくなり
ました。この患者さんには替ブラシに
「プレミアムオールインワンブラシ」を
選択。購入後にブラシの当て方や動か
し方を丁寧に指導し、毎日ご自宅で使
用していただいています。
　プロフェッショナルケア（図10）を終
えると、最後に「ダイアグノデント ペ
ン」を使って、う蝕の有無や初期う蝕の
進行度合いをチェックします（図11）。

当院では、初期う蝕を早期に発見し、
適切なタイミングで介入できるよう、
「ダイアグノデント ペン」の検査結果を
チェックシートに記入し、管理してい
ます。数値で客観的にお見せすること
で、患者さんのモチベーションアップ
や継続管理に大いに役立っていると感
じています（図12）。
　今後は、こうしたデジタル機器をた
だ「使う」だけではなく、チーム全体で
「活用」し、患者さんにとって意味のあ
る歯科医療を提供できるよう、引き続
き取り組んでいきたいと考えています。

図9　「ソニッケアー」によるブラッシング指
導の様子も「ルナビューショット」で撮影して
いる。

図7　「ソニッケアー 6100」をお勧めし、実際
に磨き方を指導した。

図10　ご自身ではフロスや歯間ブラシをうま
く使えないとのことで、来院時にプロフェッ
ショナルケアの一環として、フロスと歯間ブ
ラシを用いた清掃を行っている。

図8　高いプラーク除去力が期待できる「プレ
ミアムオールインワンブラシ」を使用し、磨き
残しが目立つ部分を重点的に磨いていく。

図11　プロフェッショナルケア後に「ダイア
グノデント ペン」を用いて、測定を行う。

各診療室のモニターをデジタルサイネージと
して活用。「ソニッケアー」などのセルフケア
製品の案内や医院SNSの案内などを表示して
いる。

図12　図4から3か月経過後の状態。「ソニッ
ケアー」を継続して使用され、プラークが減り
歯肉の腫脹なども改善していることがわかる。

図3, 5～11は「ルナビューショット2」にて撮影
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